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災
害
に
備
え
る

～
そ
の
時
　
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
～

　
原
村
は
、
安
全
な
の
で
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
世
界
規
模
で
様
々
な

影
響
を
与
え
て
い
る
温
室
効
果
は
、
毎
年
過
去
の
記
録
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
自
分
で
判
断
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全
確

保
、
避
難
行
動
、
体
は
動
き
ま
す
か
？
家
族
と
話
を
し
て
い
ま
す
か
？

特 集

地区内に大きな溜池があり大地震での決壊を心配していま
したが、大規模改修を行ってもらい、安心して暮らせてい
ます。災害に対しては日頃から意識して、備えるようにし
ています。自主防災組織により毎年訓練も行っています
が、自然災害が多発している現況からは隣近所の連携や支
え合いが一層重要だと感じています。

伊藤 幸彦さん（中新田）

堀之内 通子さん（原山）

過去の災害で一番困ったのは、台風で4日間停電したと
きです。電気はもちろん、水やトイレも使えず、茅野市
の知人に助けてもらいました。丸山別荘地区では危険木
の伐採を推進、各戸で行っています。非常時の情報源が
スマホ主体になるため、電気の確保が重要だと考え、簡
易照明にもなる手回し充電器を用意しました。

■2014年2月　豪雪災害
110cm の積雪により花き栽培・セロリ育苗施設の倒壊被害
（農業経営体被害数　256戸　農業用施設被害数　726棟）

■2018年9月　台風21号・24号災害
パイプハウスの倒壊及び農作
物に被害。また倒木による大
規模停電（最大5日間）が発生
し、生活に大きな影響を及ぼ
した。

■2019年10月　台風19号災害
農業用水路管理道路や頭首工が被害を受けた（一ノ瀬汐・
坪之端汐・三ヶ村汐）

近年の災害
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災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
ど
の
位
の
人
が
、

平
常
時
か
ら
非
常
時
の
行
動
へ
と
切
り
替
え
が

出
来
る
の
か
。
地
域
の
中
で
重
い
障
が
い
の
あ

る
方
や
寝
た
き
り
の
方
を
避
難
さ
せ
る
訓
練
、

行
政
と
地
域
の
役
割
な
ど
を
話
し
合
い
、
自
分

の
命
が
守
れ
る
地
域
と
な
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

ギカイのシテン

村
の
対
策
は

―
情
報
防
災
係
の
役
割

―

情
報
防
災
係
の
目
標

　
自
然
災
害
や
危
機
事
態
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
な
ど
）
か
ら
村
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
守
る
。

情
報
防
災
係
の
役
割

　
自
然
災
害
や
危
機
事
態
に
強
い
む
ら
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
、
平
時
に
お
い
て
役
場
と
区
・
自

治
会
、
事
業
者
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
、
各
自
の
防
災
・
減
災
力
、
危
機
管
理

対
応
力
の
強
化
向
上
（
地
域
防
災
力
の
強
化
）

に
努
め
る
と
と
も
に
、
発
災
時
に
は
災
害
対
策

本
部
等
の
中
核
的
な
役
割
と
し
て
村
長
を
補
佐

し
、
そ
の
判
断
を
適
切
に
支
援
す
る
。

情
報
防
災
係
の
方
針

　
自
助
・
共
助
・
公
助
の
理
念
の
も
と
、
村
、

各
区
・
自
治
会
、
住
民
及
び
事
業
者
の
そ
れ
ぞ

れ
の
責
務
と
役
割
を
明
確
に
し
、
原
村
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
の
命
を
守
る
た
め
避

難
を
中
心
と
し
た
初
期
初
動
期
の
防
災
・
減
災

対
策
を
重
点
と
す
る
「
地
域
防
災
力
の
向
上
」

を
図
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

区内外を歩いて水害危険箇所を抽出、マップをつ
くって区内に配布しました。区内の汐改修状況に
差があり、上流の中新田農地は圃場整備でベンチ
フリュームで改修済みですが、下流の南原地籍で
は未改修、危険箇所が3か所くらいあります。汐
に御射山神戸区水利権のある部分もあり、至急の
改修が必要だと感じています。

糸魚川静岡構造線による地震や南海トラフ地震など大
規模な災害が想定される中で災害を最小限に食い止め
るためには、地域住民の皆さんや自主防災組織を中心
とした各地区での防災力や災害対応力といった「自
助」、「共助」の強化が欠かせません。
災害に備えた防災対策を期するため、地区防災活動の
支援や防災士の養成など防災に関する様々な分野の施
策を総合的かつ計画的に進め、災害に強い強靭な村づ
くりを進めてまいります。

災害は人災・自然災害の総称で、防災はそれらの
災害を防ぐ行動と対策を行う事だと理解していま
す。汐を中心とした水路整備や道路脇の垣根・立
木の枝処理と道路整備、環境美化と防災対策用品
の完備と住民宛留意事項の徹底を村には要望しま
す。公式 LINE や緊急メールは開設当時から利用
し役立っています。

長田 典夫さん（南原）

総務課情報防災係　清水 晃 係長

平出 統一さん（払沢）

そ の 他 の 声

●�停電が起きないよう、立木の
倒木には気を付けています。

●�有線放送はありませんが緊急
メールが受け取れるので、こ
こから情報を得ています。
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から議審

一般会計補正予算

テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

～
継
続
的
な
産
地
支
援
体
制
を
～

　
テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
発
生
圃
場
の
所
有
者
又
は
管
理
者
で
、
長
野
県
が
実
施
す
る
緊

急
防
除
作
業
に
協
力
す
る
者
を
対
象
に
、
対
策
事
業
（
国
・
県
）
の
防
除
協
力
交
付
金
と
し
て

4
7
8
万
円
の
支
出
が
補
正
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
平
成
29
年
9
月　
ア
ブ
ラ
ナ
属
植
物
等
の
生
育
不
良
株

が
あ
り
、
農
水
省
が
調
査
し
た
結
果
、
国
内
初
の
重
要
病

害
虫
で
あ
る
テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
近
隣
１
６
６
１
圃
場
で
土
壌
検
査
を
実
施

し
た
結
果
、
１
１
７
圃
場
で
発
生
が
確
認
さ
れ
た
。
土
壌

検
査
と
土
壌
消
毒
、
再
検
出
検
査
を
繰
り
返
し
、
令
和
4

年
1
月
現
在
で
は
、
17
圃
場
が
検
出
限
界
以
下
に
達
し
て

い
な
い
。

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　
「
全
て
の
圃
場
が
検
出
限
界
以
下
と
な
る
こ
と
」「
日
常

の
営
農
管
理
の
中
で
検
出
限
界
以
下
を
維
持
で
き
る
防
除

体
制
が
確
立
で
き
る
こ
と
」こ
の
2
つ
を
も
っ
て
規
制
解

除
と
な
る
。
国
は
今
年
度
終
了
と
い
う
姿
勢
だ
が
、
土
壌

検
査
の
結
果
が
ま
だ
出
て
お
ら
ず
、決
め
ら
れ
な
い
状
況
。

※
定
例
会
後
に
、国
は
2
年
間
の
防
除
延
長
を
決
定
し
た
。

　村は、高冷地に位置し、作期拡大等の対策も行っているが、限られた生産期
間で、国の食料生産を担っている。生産と防除対策、両方における現場の労働
力確保や時間配分、農薬等の経費増は、農業経営者にとって、負担は大きい。
引き続き、国・県の指導と支援を求める。

ギカイ
の
シテン

　ヨーロッパやアメリカを中心に世界に広く分布して
いる植物寄生性の線虫で、植物の地下部に寄生し被害
を与える。特にテンサイ生産に大きな被害を与える恐
れがあるため、国内への侵入を警戒している重要病害
虫の一つ。シストセンチュウの中では寄生範囲が広く、
アブラナ属植物、フダンソウ属植物、ルバーブ、トマ
ト・ほうれん草等の地下部に寄生する。

テンサイシスト
� センチュウとは？

幼虫

根に寄生

雌成虫
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12月定例会

集
積
と
区
画
整
備
で

�

優
良
農
地
化
を
図
る

新型コロナウイルス

ワクチン3回目の接種へ

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
に
５
０
０
万
円
の
支

出
が
補
正
さ
れ
た
。
暗
渠
排
水
工
事
と
し
て
長
さ

７
５
０
ｍ
・
基
盤
リ
ッ
パ
掛
け（
面
積
１
・
６
ha
）

の
工
事
を
行
う
。

今
ま
で
の
経
緯

　
深
山
地
区
（
中
新
田
）
の
農
地
所
有
者
２
名
の

申
請
で
、
令
和
元
年
度　
農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
に
よ
り
、
事
業
費
4
5
0
0
万
円
で
区
画
整
備

（
６
筆
）
し
、
新
規
就
農
者
に
貸
付
け
た
。
し
か

し
、
湧
水
で
畑
が
湿
気
り
、
作
物
の
生
育
障
害
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
県
に
対
策
を
要
望
し
た
。

　「未整備の条件が悪い農地を整備した
い」という要望のある農家がまとまり、
一定規模以上の農地が確保できれば、村
による小規模の基盤整備が可能となる。
　通常の基盤整備事業では、事業費に対
する地権者負担が生じるが、長野県農地
中間管理機構を介して規模拡大農家・担
い手などに農地を15年以上貸付けること
で、地権者負担分を国が補助する事業。

問合せ先：農林課農村整備係☎79-7932

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
と
し
て
計
６
０
７
万
円
の

支
出
が
補
正
さ
れ
た
。
主
な
も
の
は
以
下

の
通
り
。

・
予
約
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託　
28
万
円

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
委
託　
　
300
万
円

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託　
　
　
113
万
円

接
種
体
制
の
整
備

　
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
に
対
応
す
る

た
め
に
体
制
整
備
を
行
う
。
２
回
目
接
種

か
ら
の
８
か
月
の
間
隔
を
確
認
で
き
る
よ

う
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
。
予
約

受
付
の
た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
業

務
量
に
応
じ
て
、
最
大
で
10
名
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
対
応
で
き
る
よ
う
設
置
す
る
。

農地耕作条件改善事業とは
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から議審

〇は賛成、×は反対、△は趣旨採択、▽は退席、
- は欠席議長は可否同数時のみ裁決する。

結　
　
果

半
田　

裕

中
村
浩
平

宮
坂
早
苗

佐
宗
利
江

森
山
岩
光

松
下
浩
史

平
出
敏
廣

北
原
貴
穂

宮
坂
紀
博

百
瀨
嘉
德

議案
第33号 原村税条例の一部を改正する条例 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第２号

インボイス制度（適格請求書等保存方式）の実施中
止を求める意見書案の提出

《提出者　原村議会議員　松下　浩史》
可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○

陳情
第６号

新型コロナウイルス感染拡大に伴う営業自粛による
農業被害に対する対策のお願い

《提出者　諏訪農民センター　代表者　菊池　敏郎》
採択 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○

陳情
第７号

消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書提
出についての陳情書

《提出者　諏訪農民センター　代表者　菊池　敏郎》
採択 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○

賛否が分かれた議案等

新型コロナウイルス 
感染拡大に伴う営業自粛による 
農業被害に対する対策のお願い
　農家の中には、外食産業や他産業に直接納品してい
る人もおり、昨年からの自粛により大きな影響を受け
ている。しかし、行政の支援は「農家を除く」となっ
ており、再生産見通しも立たない状況。
　新型コロナ感染症対応地方創生臨時交付金などを財
源に、コロナ禍で影響を受けた米農家及び野菜農家、
花き農家支援策を構築することを求めるもの。

反対討論

・�生産者のみでなく生産から流通までのサプライ
チェーンの問題。

・�国県の支援策があり例年通りの収入があること。
・�農家以外の他業種でも困っている人がいる。

賛成討論

・�国県の支援から漏れた農家には、村の支援が必要。
・�個人で、直接店に出荷している人には支援はない。
・�飲食店の影響は農家にもある。

消費税インボイス制度の 
実施中止を求める意見書提出 
についての陳情
　インボイス制度は、免税事業者が取引から排除され
かねず、事業者間の取引慣行を壊し、免税点制度を実
質的に廃止するものである。
　コロナ禍で時短・自粛営業を余儀なくされ、地域経済
が疲弊する下で、中小企業・自営業者の経営危機が深
まっており、インボイス制度に対応できる状況にない。
　よって、インボイス制度の実施を中止することを求
めるもの。

反対討論

・�適正な消費税の徴収にはインボイス制度は必要。
・インボイス制度は義務化ではない。
・�税の公平・公正の観点から反対。

賛成討論

・�村内事業者の多くは中・小・零細・個人事業主
であり、受ける影響が大きい。
・�税の公平性については、消費税だけではない。
消費税の免税事業者に絞った制度は中止した方
が良い。

陳情を採択し、国に意見書を提出した。
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　樅の木荘は、災害時の避難所にも指定されており、村で唯一の温泉を有した宿泊施設。住民ア
ンケートや検討委員会を経て新築・改修されたにもかかわらず、オープン当年度から追加工事や
改修が発生し、多額の追加費用がかかっているのは当初見込みの不備ではないか。
　併設「もみの湯」の改修工事が予定されているが、同じ過程をたどることのないよう、計画・
設計段階で充分な検討をして後々に負担を引きずらないことが必要だ。

ギカイ
の
シテン

樅の木荘の
管理・運営を考える
平成31年にリニューアルオープンした樅の木荘。村営の宿泊・宴会施設として利用が期待される
一方、多額の追加費用もかかっています。ここではこれまでの経緯と現在ある課題をまとめます。

改
修
建
築
に
至
る
ま
で

　
平
成
25
年　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

「
存
続
に
賛
成
」
と
い
う
方
向
性
を
確
認
。

樅
の
木
荘
検
討
委
員
会
に
よ
る
最
終
案
が

平
成
28
年
に
ま
と
ま
り
、
新
設
又
は
改
修

に
つ
い
て
は
本
館
耐
震
診
断
を
行
っ
た
上

で
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
既
存
施
設

の
改
修
又
は
規
模
縮
小
で
の
新
築
か
に
つ

い
て
、
試
算
を
含
め
た
検
討
開
始
。
平
成

29
年
、
本
館
改
修
と
新
館
を
新
設
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

度
重
な
る
追
加
費
用

　
設
計
１
，６
２
０
万
円
、
管
理
７
０
２

万
円
、
工
事
4
億
７
，９
８
４
万
円
で
総

額
5
億
５
０
０
万
円
か
け
て
改
修
・
新
築

し
た
樅
の
木
荘
だ
が
、
オ
ー
プ
ン
し
た
年

に
雨
水
排
水
工
事
や
本
館
棟
樋
及
び
雪
止

め
設
置
工
事
の
追
加
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年

（
令
和
2
年
度
）
に
は
雨
水
排
水
管
等
設

置
工
事
や
渡
り
廊
下
改
修
工
事
、
シ
ャ

ワ
ー
室
桧
壁
復
旧
修
繕
等
が
追
加
さ
れ
、

当
初
見
込
み
に
は
な
か
っ
た
費
用
が
か

か
っ
て
い
る
。

平成30年
（2018年）

改 修・ 新 築 工 事 505,018,800円

概要設計業務委託 1,954,800円

総事業費 503,064,000円

設 　 計 16,200,000円

管 　 理 7,020,000円

工 事 請 負 479,844,000円

平成31年
（2019年）

追
加
費
用

雨水排水工事設計業務 726,000円

本館棟樋及び
雪止め設置工事 680,400円

渡り廊下ビニール
設置工事 330,000円

渡り廊下外壁設置
工事業務 363,000円

令和２年
（2020年）

追
加
費
用

雨水排水管等設置工事 5,500,000円

樅の木荘渡り廊下
改修工事 6,435,000円

樅の木荘特別室
シャワー室桧壁復旧修繕 447,700円
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中
村 

浩
平
議
員

１
．移
住
施
策
が
村
の
計
画
と
矛
盾
し
て
い
る
が

２
．移
住
体
験
・
交
流
施
設
は
直
ち
に
条
例
整
備
を

３
．道
路
管
理
が
な
っ
て
な
い
。
管
理
係
の
復
活
を

北
原 

貴
穂
議
員

１
．観
光
業
の
振
興

２
．防
災
と
災
害
時
の
人
材
活
用

３
．住
民
か
ら
の
要
望
事
項

４
．村
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

森
山 

岩
光
議
員

１
．令
和
４
年
度　
予
算
編
成
方
針

２
．ほ
場
整
備
区
域
内
の
施
設
整
備
状
況
と
今
後
の
改
善
整

備
方
針
は

３
．原
村
診
療
所
の
診
療
体
制
と
運
営

４
．交
通
安
全
と
道
路
施
設
管
理
（
令
和
3
年
3
月
定
例
会

一
般
質
問
に
て
）
の
再
質
問

平
出 

敏
廣
議
員

１
．灯
油
購
入
の
補
助
を

２
．合
併
浄
化
槽
・
浄
化
槽
の
維
持
管
理
状
況
は

３
．村
は
今
後
の
し
尿
処
理
・
汚
泥
処
理
を
ど
う
考
え
る
か

百
瀨 

嘉
德
議
員

１
．新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

２
．子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

３
．男
女
共
同
参
画

半
田 

　
裕
議
員

１
．人
口
流
出
対
策
も
含
め
た
横
断
的
な
移
住
・
定
住
施
策

の
検
討
を

２
．住
民
・
企
業
と
連
携
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
対
策
の
検
討
を

３
．子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
た
子
ど
も
子
育
て
支
援
施
策
を

宮
坂 

早
苗
議
員

１
．医
療
費
特
別
給
付
金
事
業
削
減
分
を
、
0
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
へ
充
て
る
考
え
は

２
．職
員
の
職
種
別
の
給
与
設
定
を
行
な
っ
て
は

３
．森
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
の
把
握
と
間
伐
材
の
活
用

松
下 

浩
史
議
員

１
．観
光
地
域
づ
く
り
、
ど
う
進
め
る
か

２
．ワ
イ
ン
特
区

３
．「
原
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
」
の
商
品
認
定

４
．公
の
施
設
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
）
の

管
理
の
見
直
し
を

５
．住
民
の
自
主
的
活
動
の
推
進

宮
坂 

紀
博
議
員

１
．消
防
団

２
．住
環
境
整
備

３
．若
年
層
の
支
援

・
一
般
質
問
は
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目

に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
の
閲
覧
お
よ
び
検
索
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
え
ま
す
。

［
№
１
４
７
の
訂
正
］

Ｐ
11　
１
段　
14
行
目

 

地
文
化　
→　
文
化

訂
正
し
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

12月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
で
あ
る

村
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

疑
問
点
を
た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
主
な
内
容
（
質
問
と
回
答
の
要

旨
）
を
掲
載
し
ま
す
。

一
般
質
問

8



一 般 質 問

問　

保
健
休
養
地
（
エ

コ
ー
ラ
イ
ン
以
東
）
も
区

別
な
く
移
住
を
促
進
し
て

い
る
が
、
こ
の
場
所
は
本

村
の
水
源
か
ん
よ
う
地
で

あ
り
、
過
去
か
ら
植
林
も

し
て
き
た
場
所
で
あ
る
。

土
地
利
用
計
画
で
も
「
森

林
保
養
地
帯
」
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
移
住
施
策
が

村
の
計
画
と
矛
盾
し
て
い

る
が
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
。

村
長　
で
き
る
だ
け
「
リ

ビ
ン
グ
ゾ
ー
ン
（
既
存
集

落
部
）」
に
移
住
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問　
原
山
地
区
（
主
に
保

健
休
養
地
）
の
人
口
が
10

倍
に
な
っ
て
い
る
（
平
成

元
年
１
１
４
人
→
令
和
三

年
１
１
７
７
人
）。
村
が

こ
の
場
所
に
も
移
住
を
促

進
し
て
い
る
以
上
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
義
務
を
負
う

も
の
と
考
え
る
が
。

問　
ズ
ー
ム
ラ
イ
ン
の
舗

装
の
は
が
れ
や
、
土
砂
の

堆
積
な
ど
が
放
置
さ
れ
、

村
内
の
道
路
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
住

民
の
方
か
ら
、
役
場
は
や

る
気
が
な
い
と
見
ら
れ
て

も
仕
方
が
な
い
。
以
前

あ
っ
た
管
理
係
を
復
活
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
が
。

建
設
水
道
課
長　
対
応
の

遅
れ
や
、
気
付
い
て
い
な

い
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
今
後
は
パ
ト

ロ
ー
ル
や
管
理
に
努
め
た

い
。
な
お
、
現
状
の
体
制

で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

移　住

道　路

■問
移
住
の
事
務
根
拠
は
あ
る
か

■答
地
方
自
治
法
第
2
条
第
2
項

■問道路管理がなっていない
■答管理係の復活はしない

中村 浩平 議員

建
設
水
道
課
長　
イ
ン
フ

ラ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
所

に
は
移
住
を
促
進
し
て
い

な
い
。
個
人
や
民
間
事
業

者
の
開
発
に
合
わ
せ
て
、

村
が
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
追

随
し
て
行
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

半
田 

　
裕
議
員

１
．人
口
流
出
対
策
も
含
め
た
横
断
的
な
移
住
・
定
住
施
策

の
検
討
を

２
．住
民
・
企
業
と
連
携
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
対
策
の
検
討
を

３
．子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
し
た
子
ど
も
子
育
て
支
援
施
策
を

宮
坂 

早
苗
議
員

１
．医
療
費
特
別
給
付
金
事
業
削
減
分
を
、
0
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
へ
充
て
る
考
え
は

２
．職
員
の
職
種
別
の
給
与
設
定
を
行
な
っ
て
は

３
．森
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
の
把
握
と
間
伐
材
の
活
用

松
下 

浩
史
議
員

１
．観
光
地
域
づ
く
り
、
ど
う
進
め
る
か

２
．ワ
イ
ン
特
区

３
．「
原
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品
」
の
商
品
認
定

４
．公
の
施
設
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
）
の

管
理
の
見
直
し
を

５
．住
民
の
自
主
的
活
動
の
推
進

宮
坂 

紀
博
議
員

１
．消
防
団

２
．住
環
境
整
備

３
．若
年
層
の
支
援

・
一
般
質
問
は
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目

に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
の
閲
覧
お
よ
び
検
索
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
え
ま
す
。

［
№
１
４
７
の
訂
正
］

Ｐ
11　
１
段　
14
行
目

 

地
文
化　
→　
文
化

訂
正
し
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

問　
原
村
応
援
商
品
券
の

観
光
業
へ
の
経
済
効
果
は
。

商
工
観
光
課
長　
換
金
率

44
％
時
点
の
集
計
で
食
品

購
入
が
６
割
。
飲
食
・
宿

泊
・
観
光
で
３
割
強
。

問　
観
光
業
の
方
か
ら
商

品
券
の
利
用
が
少
な
い
と

の
声
が
あ
る
が
。　

商
工
観
光
課
長　
観
光
業

に
も
恩
恵
が
あ
っ
た
。　

問　
県
の
制
度
に
上
乗
せ

で
き
る
宿
泊
費
の
補
助
制

度
を
近
隣
市
町
が
実
施
し

て
い
る
。
当
村
で
も
取
り

組
ん
で
は
。

商
工
観
光
課
長　
検
討
し

た
経
過
は
あ
る
。
国
か
ら

追
加
の
交
付
金
が
あ
っ
た

場
合
、
再
度
検
討
す
る
。

問　
当
村
で
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
環
境
整
備
、
誘

客
の
現
状
は
。

問　
村
道
の
傷
み
や
支
障

木
、
側
溝
の
詰
ま
り
な
ど
、

繰
り
返
し
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
改
善
が
進
ま
な
い
住

民
か
ら
の
要
望
、
依
頼
事

項
に
対
し
、
松
戸
市
「
す

ぐ
や
る
課
」
に
な
ら
い
、

一
元
的
に
対
応
す
る
受
付

窓
口
を
設
け
て
は
。

村
長　
よ
り
迅
速
に
、
臨

機
応
変
に
と
の
意
識
改
革

と
、
組
織
体
制
の
見
直
し
、

連
絡
体
制
の
整
備
を
す
る
。

建
設
水
道
課
長　
可
能
な

限
り
迅
速
に
対
応
し
た
い
。

説
明
が
不
十
分
と
い
う
こ

と
も
あ
る
と
思
う
。

観光業

役場窓口

■問
応
援
商
品
券
の
経
済
効
果
は

■答
食
料
品
購
入
が
６
割

■問「すぐやる課」を当村にも
■答より迅速に、臨機応変に

北原 貴穂 議員

商
工
観
光
課
長　
事
業
者

に
対
し
１
０
０
万
円
の
補

助
金
を
創
設
し
た
が
利
用

実
績
は
な
い
。
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
の
来
村
者
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
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一 般 質 問

問　

昭
和
50
年
よ
り
始

ま
っ
た
ほ
場
整
備
事
業
は
、

平
成
19
年
度
に
原
村
11
地

区
、
総
事
業
費
１
７
１
億

円
余
、
対
象
面
積
９
７
７

ha
の
整
備
が
完
了
し
、
45

年
程
が
経
過
し
た
。
こ
の

間
、
経
年
劣
化
で
ほ
場
の

施
設
破
損
な
ど
多
発
し
農

業
活
動
、
交
通
安
全
面
で

支
障
が
出
て
い
る
。
各
区

域
で
は
毎
年
、
多
面
的
・

中
山
間
地
事
業
に
よ
り
水

路
改
修
な
ど
実
施
す
る
も
、

財
源
不
足
等
で
改
修
が
追

い
付
か
な
い
状
況
だ
。
ま

た
大
規
模
改
修
に
は
莫
大

な
財
源
が
必
要
と
な
る
。

区
・
受
益
者
組
織
と
連
携

し
て
組
織
主
体
を
立
ち
上

げ
事
業
化
し
、
国
・
県
単

事
業
に
よ
る
計
画
的
、
一

体
的
な
改
善
整
備
を
す
る

時
期
と
考
え
る
が
、
現
状

ど
う
捉
え
今
後
に
繋
げ
て

い
く
か
。

農
林
課
長　
一
体
的
、
計

問　
令
和
２
年
、
３
年
度

は
予
算
削
減
で
２
年
続
き

の
緊
縮
財
政
策
を
取
っ
て

き
た
が
、
令
和
４
年
度
予

算
編
成
に
向
け
て
の
基
本

方
針
は
。

村
長　
収
支
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
予
算
編
成
と
し
、

事
業
成
果
の
検
証
と
予
算

要
求
へ
の
反
映
、
事
務
事

業
の
目
的
の
明
確
化
と
方

法
の
見
直
し
の
３
本
柱
と

し
、
基
本
的
に
大
き
な
予

算
削
減
は
求
め
な
い
。
コ

ロ
ナ
対
策
は
国
の
動
向
を

注
視
し
都
度
、
補
正
的
な

対
策
を
執
行
し
て
行
く
。

農　業

予　算

■問
ほ
場
区
域
の
施
設
改
善
策
は

■答
地
元
組
織
と
協
議
し
進
め
る

■問４年度予算編成方針は
■答大きな削減は求めない

画
的
に
進
め
る
事
が
重
要

と
考
え
る
。
今
後
、
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地

元
受
益
者
組
織
・
県
と
連

携
、
協
議
し
補
助
要
件
に

見
合
う
計
画
の
作
成
な
ど

を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

森山 岩光 議員

問　
村
内
に
残
存
す
る
単

独
処
理
浄
化
槽
の
数
は
。

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
を

勧
め
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長　
単
独
浄

化
槽
数
は
台
帳
上
で
５
基
。

環
境
係
に
建
築
届
出
等
が

提
出
さ
れ
た
時
、
配
水
系

統
な
ど
の
確
認
を
し
、
単

独
浄
化
槽
、
特
に
排
水
回

り
を
い
じ
る
事
案
に
つ
い

て
転
換
を
指
導
し
て
い
る
。

問　
合
併
浄
化
槽
の
設
置

補
助
金
事
業
は
法
定
点
検

は
年
１
回
・
保
守
点
検
も

20
人
槽
以
下
は
年
３
回
以

上
行
い
、
清
掃
は
年
１
回

行
う
事
が
条
件
で
あ
る
。

こ
の
事
が
行
わ
れ
な
い
の

は
問
題
で
は
な
い
か
。
行

政
か
ら
の
情
報
発
信
が
必

要
と
の
意
見
も
あ
る
が
。

村
長　
合
併
浄
化
槽
検
査

報
告
は
以
前
５
割
を
切
っ

て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
が
、

問　
原
油
価
格
の
高
騰
に

伴
う
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
価

格
の
高
値
が
続
い
て
い
る
。

低
所
得
世
帯
、
生
活
保
護

世
帯
な
ど
に
、
灯
油
購
入

の
補
助
を
す
る
べ
き
で
は
。

ま
た
、
補
助
の
際
は
現
金

支
給
が
望
ま
し
い
の
で
は
。

村
長　
国
の
概
要
が
示
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

ど
う
い
う
方
法
で
や
る
か

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
り
、

い
ろ
ん
な
場
合
を
想
定
し

事
前
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
指
示
を
出
し
て
い
る
。

報
告
後
日
灯
油
購
入
助
成
事

業
を
行
う
と
報
告
が
あ
っ
た
。

環　境

福　祉

■問
浄
化
槽
の
法
定
検
査
状
況
は

■答
未
実
施
者
に
は
必
要
性
を
説
明

■問灯油購入の補助を
■答国の動向を注視し検討する

平出 敏廣 議員

今
は
８
割
に
な
っ
て
い
る
。

問　
今
後
の
し
尿
処
理
・

汚
泥
処
理
ど
う
考
え
る
か
。

村
長　
村
単
で
解
決
は
で

き
な
い
の
で
、
南
諏
衛
生

施
設
組
合
で
方
針
を
出
す
。
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一 般 質 問

共同参画

問　
移
住
定
住
と
併
せ
て

在
住
者
へ
の
支
援
、
村
づ

く
り
を
横
断
的
に
検
討
す

る
部
署
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長　
来
年
度
よ
り

商
工
観
光
課
内
に
田
舎
暮

ら
し
推
進
係
を
新
設
し
、

移
住
定
住
、
公
共
交
通
、

観
光
事
業
、
美
し
い
村
づ

く
り
事
業
と
併
せ
て
対
応

し
て
い
く
。 

問　
今
住
ん
で
い
る
若
者

支
援
と
し
て
自
己
実
現
の

で
き
る
村
で
あ
る
こ
と
が

重
要
。
住
民
提
案
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
検
討

し
て
は
。

総
務
課
長　
昨
年
度
終
了

し
た
村
づ
く
り
推
進
委
員

会
に
代
わ
る
事
業
と
し
て

新
年
度
予
算
に
計
上
で
き

る
よ
う
準
備
を
し
て
い
く
。

問　
流
出
を
抑
え
る
た
め

に
、
中
高
生
と
地
域
を
つ

問　
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
へ
向
け
村
と
し
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
か
。
ま
た
、

実
現
に
向
け
村
と
住
民
と

企
業
の
連
携
強
化
の
た
め

協
議
会
等
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長　
ま
ず
は

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
か
ら
行
っ
て

い
く
予
定
。
来
年
度
に
は

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
を
行

う
。
そ
の
後
の
行
動
計
画

の
策
定
の
際
に
は
行
政
だ

け
の
意
見
で
は
進
め
ら
れ

な
い
の
で
、
協
議
会
等
を

発
足
し
検
討
し
て
い
く
。

移住定住

環　境

■問
流
出
対
策
と
し
て
若
者
支
援
を

■答
移
住・
定
住
と
合
わ
せ
て
検
討

■問ゼロカーボンへの取組みは
■答まずは太陽光パネルの設置

半田 裕 議員

な
ぐ
事
業
を
行
う
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　
郷
土
愛
の
醸

成
の
た
め
中
高
生
が
地
域

課
題
の
解
決
や
村
づ
く
り

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る

活
動
の
場
を
創
出
す
る
。

問　
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
実
施
時
期
は
。
ま
た
、

実
施
に
あ
た
っ
て
の
体
制

整
備
は
進
ん
で
い
る
か
。

村
長　
３
回
目
接
種
の
実

施
時
期
は
、
12
月
か
ら
令

和
４
年
９
月
ま
で
予
定
。

２
回
目
接
種
の
完
了
か
ら

８
か
月
以
上
経
過
で
18
歳

以
上
の
方
。
接
種
の
方
法

は
、
集
団
接
種
と
医
療
機

関
接
種
で
行
う
。

　
前
回
の
接
種
体
制
を
検

証
し
円
滑
に
実
施
し
た
い
。

詳
し
い
日
程
が
決
ま
り
次

第
村
民
に
連
絡
す
る
。

問　
村
の
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

は
進
ん
で
い
る
か
。
国
が

積
極
的
勧
奨
を
再
開
し
た

場
合
の
村
の
対
応
は
。

　
ま
た
、
定
期
接
種
対
象

外
の
17
歳
か
ら
19
歳
の
費

用
を
村
費
補
助
し
て
は
。

村
長　
令
和
２
年
度
は
１

問　
原
村
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
を
ど
う
生
か
し

て
い
る
か
。

教
育
長　
村
全
体
で
進
め

る
べ
き
施
策
で
あ
り
、
広

く
関
係
部
署
で
実
施
し
て

い
る
。
特
に
女
性
の
社
会

進
出
や
男
女
の
雇
用
機
会

の
平
等
、
差
別
撤
廃
な
ど

の
推
進
の
他
、
人
権
活
動

や
学
習
会
も
行
っ
て
い
る
。

問　
条
例
化
し
て
も
っ
と

村
民
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

教
育
長　
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
Ｐ
Ｒ
す
る
が
、

必
要
に
な
れ
ば
検
討
す
る
。

コロナ

■問
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

■答
２
月
か
ら
接
種
を
開
始
予
定

■問男女共同参画の条例化は
■答必要性が高まれば検討する

百瀨 嘉德 議員

名
、
本
年
度
は
現
在
ま
で

19
名
で
対
象
者
は
１
６
２

名
。
来
年
４
月
か
ら
の
積

極
的
な
勧
奨
開
始
を
見
込

ん
で
予
算
化
す
る
。

　
勧
奨
を
逃
し
た
人
の
対

応
は
、
国
が
検
討
中
な
の

で
、
状
況
を
見
た
い
。
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一 般 質 問

宮坂 早苗 議員 炭素吸収

問　
高
校
生
の
通
学
費
や

国
際
交
流
の
機
会
、
全
て

の
親
の
医
療
費
補
助
な
ど
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
育
つ

環
境
、
親
が
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
の
整
備

を
行
っ
て
は
。

　
財
源
と
し
て
、
医
療
費

削
減
の
効
果
、
約
３
０
０

０
万
円
を
充
て
る
考
え
は
。

村
長　
地
域
外
へ
通
学
す

る
場
合
な
ど
、
公
平
性
の

担
保
が
一
番
の
課
題
。

　
子
育
て
世
帯
７
０
３
世

帯
の
医
療
費
が
ど
の
く
ら

い
か
か
っ
て
い
る
か
は
、

把
握
で
き
て
い
な
い
。
医

療
費
の
改
定
は
、
財
政
健

全
化
を
目
指
し
た
も
の
。

問　
一
時
・
未
満
児
保
育

拡
充
、
富
士
見
町
の
よ
う

な
家
庭
保
育
補
助
制
度
を
。

教
育
長　
未
満
児
入
園
希

望
38
人
。
45
人
定
員
を
下

回
っ
て
い
る
。
家
庭
保
育

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
森
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収

量
の
把
握
を
し
、
排
出
と

吸
収
の
オ
フ
セ
ッ
ト
を
。

建
設
水
道
課
長　
森
林
の

持
つ
Ｃ
Ｏ
２
の
関
係
は
、
今

後
、
重
要
な
要
因
と
な
る
。

森
林
の
里
親
促
進
事
業
の

算
出
式
を
活
用
す
れ
ば
吸

収
量
の
把
握
は
出
来
る
。

問　
木
材
の
利
用
促
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。製
材
・

木
質
パ
ネ
ル
、
お
も
ち
ゃ

な
ど
、
間
伐
材
の
活
用
を
。

建
設
水
道
課
長　
企
業
連

携
や
村
産
材
の
活
用
を
、

行
動
計
画
に
入
れ
る
。

子ども

■問
高
校
生
へ
の
支
援
が
少
な
い

■答
公
平
性
の
担
保
が
課
題

■問森林のCO2吸収量の把握を
■答把握し、削減目標をつくる

問　
教
育
委
員
会
の
宣
言

は
大
人
の
宣
言
、
子
ど
も

の
姿
が
見
え
る
権
利
条
例

と
す
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　
現
体
制
で
限
界

が
生
じ
た
時
、
条
例
等
に

持
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

問　
ワ
イ
ン
が
一
つ
の
産

業
と
な
る
よ
う
継
続
的
な

支
援
を
望
む
が
、
ど
こ
ま

で
推
進
を
考
え
て
い
る
か
。

村
長　
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
を

野
菜
・
花
き
と
並
ぶ
農
業

の
形
と
し
て
可
能
な
限
り

広
げ
た
い
。
ま
ず
は
、
５

年
間
の
苗
木
の
補
助
を
行

う
が
、
５
年
後
、
新
た
な

枠
組
み
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
可
能
性
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。
村
で
推
奨
し

た
以
上
、
ブ
ド
ウ
の
受
け

入
れ
や
ワ
イ
ン
化
に
つ
い

て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
、
Ｊ
Ａ
や
事
業
者

に
相
談
を
し
て
い
る
。

問　
新
規
参
入
者
の
農
地

確
保
へ
の
案
内
対
応
は
。

農
林
課
長　
農
地
案
内
で

の
課
題
の
一
つ
は
村
で
定

め
る
５
反
部
要
件
。
二
つ

目
は
優
良
農
地
の
選
定
が

し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
。

問　
活
用
が
少
な
い
補
助

事
業
「
お
ら
ほ
う
の
村
づ

く
り
事
業
」
の
Ｐ
Ｒ
や
要

綱
変
更
を
し
、
住
民
の
自

主
的
な
活
動
や
事
業
提
案

を
促
し
、
支
援
し
な
が
ら

村
づ
く
り
を
推
進
し
て
は
。

村
長　
正
副
区
長
等
の
懇

談
会
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
た
い
。

住
民
の
活
動
な
し
で
村
づ

く
り
は
で
き
ず
、
こ
れ
ま

で
も
色
々
お
願
い
し
て
き

た
。
活
動
が
拡
大
す
る
よ

う
、
お
願
い
を
継
続
す
る
。

提
案
事
業
が
あ
れ
ば
、
美

し
い
村
づ
く
り
推
進
委
員

会
等
で
審
議
し
、
実
現
に

向
け
動
け
た
ら
と
思
う
。

ワイン

官民協働

■問
ワ
イ
ン
産
業
推
進
ど
こ
ま
で

■答
可
能
な
限
り
広
げ
た
い

■問住民活動・提案を活かすべき
■答必要な事業は実施を検討

松下 浩史 議員

遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
う
が
、
遊
休

農
地
と
な
っ
て
い
る
場
所

は
条
件
が
悪
く
、
今
の
時

点
で
は
紹
介
が
で
き
な
い
。

課
題
解
決
が
生
産
者
増
に

つ
な
が
る
と
思
う
の
で
、

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。
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一 般 質 問

問　
通
常
の
訓
練
や
活
動

が
制
限
さ
れ
、
出
来
て
い

な
い
と
聞
く
が
。

消
防
室
長　
年
間
計
画
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
る
が
、

少
人
数
で
の
訓
練
や
土
嚢

の
備
蓄
な
ど
、
各
分
団
で

工
夫
を
凝
ら
し
行
っ
て
い

る
。

　
行
方
不
明
者
の
捜
索
で

は
、
情
報
統
制
し
た
デ
ジ

タ
ル
無
線
機
運
用
に
よ
り
、

安
全
管
理
を
徹
底
し
行
っ

た
。

　
今
後
も
、
消
防
団
員
の

消
防
力
の
維
持
向
上
に
努

め
、
住
民
の
安
全
と
安
心

を
守
っ
て
い
く
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
等
は
。

消
防
室
長　
団
員
募
集
や
、

団
員
を
支
え
る
制
度
な
ど
、

順
次
新
し
い
も
の
に
す
る
。

　

成
人
式
で
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
「
広
報

問　
宅
地
の
雨
水
は
ど
こ

に
流
せ
ば
い
い
で
す
か
。 

建
設
水
道
課
長　
下
水
の

分
流
の
原
則
が
あ
り
、
雨

水
は
河
川
に
、
汚
水
は
下

水
道
に
流
す
。
農
業
用
排

水
路
は
農
業
用
排
水
、
道

路
側
溝
は
道
路
の
排
水
を

流
す
も
の
で
、
宅
地
の
雨

水
を
流
す
も
の
で
は
な
い
。

問　
隣
の
自
分
の
田
ん
ぼ
は
。

建
設
水
道
課
長　
既
存
の

水
路
を
溢
水
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
宅
地
内

処
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

消防団

雨　水

■問
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は

■答
創
意
工
夫
し
活
動
す
る

■問雨水処理は
■答宅地内処理を指導している

宮坂 紀博 議員

は
ら
」
な
ど
、
活
動
の
様

子
を
伝
え
る
内
容
、
方
法

を
、
正
副
分
団
長
会
議
の

中
で
調
査
研
究
し
て
い
く
。

議 傍会 聴を して
　住民代表である議員さんが「農業・観光・自然環境保全・教育・福
祉など」の身近な困りごとや気になることを質疑、そして、村長さん
や各課長さんが応答、対面Ｌｉｖｅには緊張感とド迫力があり、とき
に心が大きく動かされます。自らが問題意識を高め、気持ちを正し、
議会を傍聴したいと思います。皆さんも議会に足を運んでみてはいか
がでしょうか。

米光�育代�さん（原山）

　議場には重々しい空気がありましたが、質疑応答には迫力がなく形
式的に進められた印象を持ちました。抽象的な質問が多く、議員さん
には住民の代弁者として自覚を持っていただきたいです。強く激論さ
れる開かれた議会運営が望ましいと感じました。村民の小さな声を耳
に、住み良い豊かな村づくりに一層励んでもらえたらと思います。

篠原�正一さん（中新田）
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中学生が村の未来を考える
　原村を知る・学ぶ・地域と生きる、という学びを3年間通して行う原中学校の「原村学」。その集大成として位置付
けられている中学生議会は新型コロナウイルス感染拡大のため、2年連続で中止となってしまいました。
　ここでは、「どうすれば村をもっとよく出来るか」を、地域を共に創っていく一員として考え、講座ごとにテーマ
を決め、準備を進めてきた取組みの一部を紹介します。

問　
針
葉
樹
林
か
ら
広
葉
樹
林

へ
の
転
換
に
つ
い
て
、
村
内
に

植
林
さ
れ
て
い
る
針
葉
樹
林
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
。

も
し
、
手
入
れ
が
さ
れ
ず
に
放

置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
広
葉
樹
林
に
転
換
し

て
い
っ
て
欲
し
い
。
広
葉
樹
の

材
は
、
ス
ト
ー
ブ
用
の
薪
と
し

て
の
利
用
も
見
込
め
る
。

宮
坂　
森
林
は
、
村
総
面
積
の

45
％
１
９
６
２
ha
。
公
有
林
は

針
葉
樹
を
中
心
と
し
た
林
業
経

営
を
行
い
、
民
有
林
は
、
所
有

者
に
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
針
葉
樹
、
広
葉
樹
共
に
薪
と

し
て
利
用
可
能
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
機
能
と
役
割
が
あ
る
。

販
売
で
き
な
い
材
は
、
薪
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
目
的
に
、
登

録
者
１
８
６
名
に
提
供
。
多
様

な
森
林
環
境
と
資
源
循
環
す
る

し
く
み
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
。

自然講座 代表
深江 晟矢 さん

自 　 然 針葉樹林から広葉樹林への転換について

問　
松
本
市
の
保
護
猫
の
施
設

で
は
、
多
く
の
猫
が
新
し
い
飼

い
主
が
見
つ
か
る
よ
う
大
切
に

育
て
ら
れ
て
い
た
。
原
村
で
は
、

保
護
犬
、
猫
が
ど
れ
だ
け
い
る

と
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

松
本
市
の
多
頭
多
育
崩
壊
の
事

例
の
よ
う
な
事
件
が
起
き
な
い

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

佐
宗　
原
村
の
保
護
犬
、
保
護

猫
は
諏
訪
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
）
で
保
護
し
て
お
り
、
原

村
だ
け
の
件
数
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
今
年
度
、
村
に
直
接
相
談

が
あ
っ
た
も
の
は
、
迷
い
犬
２

件
で
す
。
10
頭
以
上
の
犬
を
飼

う
場
合
は
、
県
の
「
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」

に
届
出
る
こ
と
、
犬
を
飼
う
場

合
は
「
狂
犬
病
予
防
法
」
へ
登

録
す
る
義
務
を
、
広
く
指
導
し

て
い
ま
す
。

福祉講座 代表
土井 心愛 さん

福 祉 保護動物の対応について

問　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の

ボ
ッ
チ
ャ
と
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の

体
験
を
し
、
障
が
い
の
あ
る
人

だ
け
で
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
が
同
じ
立
場
で
競
技
に
参
加

で
き
、
交
流
の
幅
が
拡
が
る
と

感
じ
た
。
し
か
し
、
道
具
を
借

り
な
い
と
で
き
な
い
現
状
の
た

め
、
村
民
が
自
由
に
体
験
や
交

流
で
き
る
場
と
機
会
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

百
瀨　
障
が
い
の
あ
る
人
だ
け

で
な
く
、
色
々
な
人
が
同
じ
立

場
で
競
技
に
参
加
で
き
、
一
緒

に
競
技
を
す
る
こ
と
で
交
流
が

拡
が
る
こ
と
は
有
意
義
で
す
。

温
か
く
助
け
会
え
る
明
る
い
社

会
づ
く
り
に
役
立
つ
と
思
う
し
、

相
手
の
気
持
ち
を
思
う
心
や
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
い
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
手
ご
ろ
に
楽
し
め

る
競
技
で
す
。
整
備
が
出
来
る

よ
う
、
私
も
応
援
し
た
い
。

福祉講座 代表
日達 美心 さん

福 祉 パラリンピック競技の普及を
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問　
校
内
の
使
用
し
て
い
な
い

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
修
繕
を
業
者

と
自
分
達
で
行
っ
た
。
さ
ら
に

は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
プ
ー
ル

が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
劣
化

し
て
い
く
一
方
で
あ
る
。
有
効

活
用
す
る
た
め
に
修
繕
す
る
際
、

特
に
費
用
面
で
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

中
村　

ス
ポ
ー
ツ
も
時
代
に

よ
っ
て
流
行
が
あ
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
現
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
生
徒
の
必
死
な
要
望

か
ら
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

住
民
の
血
税
で
作
っ
た
も
の
で

す
。
な
の
で
沢
山
使
っ
て
ほ
し

か
っ
た
で
す
。
50
ｍ
プ
ー
ル
も

同
様
で
す
。
皆
さ
ん
が
改
修
が

必
要
と
心
か
ら
願
う
の
で
あ
れ

ば
、
大
人
達
は
自
分
の
欲
し
い

も
の
を
我
慢
し
て
応
え
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。

跡地利用講座 代表
入江 真太朗さん

跡地利用 校内の修繕箇所について

問　
今
年
度
、
原
村
の
自
然
の

良
さ
を
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信
し
た
。
来

年
度
以
降
、
よ
り
原
村
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
も
学

校
の
備
品
で
あ
る
カ
メ
ラ
の
一

新
、
そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ

大
賞
」
を
目
指
す
た
め
に
も
編

集
ソ
フ
ト
の
質
の
向
上
を
お
願

い
し
た
い
。

半
田　
今
年
度
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も

様
々
な
ア
イ
デ
ア
で
魅
力
が

伝
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
備
品
に
カ
メ
ラ
が
な
く

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
撮
影
と
の
事

で
、
表
現
の
限
界
が
あ
る
の
は

事
実
だ
と
思
い
ま
す
。
原
村
学

は
皆
さ
ん
が
原
村
に
つ
い
て
学

び
、
地
域
に
目
を
向
け
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
ど
う
原
村
学
の
充
実
に

繋
げ
る
か
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

PR 講座 代表
小池 将太郎さん

Ｐ Ｒ カメラ・編集ソフトの質の向上について　

問　
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
４
年
、

醸
造
３
年
を
経
て
、
来
年
は
１

０
０
本
近
く
の
ワ
イ
ン
完
成
が

見
込
め
る
。
村
の
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
入
れ
て
も
ら
い
、

私
た
ち
の
活
動
や
村
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
寄

附
金
を
栽
培
に
か
か
る
資
材
費

や
醸
造
費
、
さ
ら
に
教
育
環
境

の
整
備
に
当
て
た
い
。

松
下　
皆
さ
ん
の
活
動
は
、
多

く
の
人
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

本
来
の
趣
旨
で
あ
る
「
こ
の
自

治
体
を
応
援
し
た
い
！
」
と
い

う
気
持
ち
に
さ
せ
る
も
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
「
原
中
ワ

イ
ン
」
は
、
返
礼
品
に
ふ
さ
わ

し
い
と
思
い
ま
す
。
提
言
が
学

校
の
総
意
で
あ
り
、
協
力
す
る

酒
販
事
業
者
が
い
れ
ば
、
実
現

の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
私
か

ら
も
村
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

ワイン講座 代表
藤森 悠未 さん

ワ イ ン 「原中ワイン」をふるさと納税返礼品に
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声を かせてください
「住民に開かれた議会」をめざし、「広聴」の機会づくりに努めます。

みなさん
の

発
行

／
原

村
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
・

広
聴

特
別

委
員

会
〒

391-0192 長
野

県
諏

訪
郡

原
村

6549番
地

１
TEL・

FA
X 0266-79-7951　

E-m
ail　

gisen@
vill.hara.lg.jp

印
刷

／
ヤ

ジ
マ

プ
リ

ン
ト

2022年（
令

和
４

年
）２

月
20日

 発
行

148
議
会
だ
よ
り
議会の傍聴に

お出かけください
次の定例会は

２月25日（金）
開会予定です

・ 役場２階総務課前で受付後、
傍聴席にお越しください。

・ 会期中は委員会の傍聴もでき
ます。

［ 問い合わせ］ 
議会事務局　☎0266-79-7951

　
今
年
は
、
御
柱
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
１
２
０
０
年
続
く
伝
統

あ
る
祭
り
で
「
人
を
見
る
な
ら
諏
訪
の
御
柱
」
と
言
わ
れ
る
程
、

多
く
の
人
た
ち
が
集
う
。
一
人
ひ
と
り
の
思
い
と
力
が
結
集
し

た
時
、
あ
の
巨
木
は
動
き
始
め
る
。
地
域
の
絆
と
連
帯
感
を
醸

し
出
す
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
安
全
、
無
事
に
斎
行
さ
れ
る
事

を
願
い
た
い
。

　
１
月
19
日
開
催
予
定
の
中
学
生
議
会
が
昨
年
に
続
き
、
中
止

と
な
っ
た
。
村
の
良
さ
や
課
題
を
中
学
生
の
立
場
で
学
び
、
体

験
し
そ
の
想
い
や
課
題
を
中
学
生
議
員
が
、
村
議
会
議
員
に
ぶ

つ
け
る
模
擬
議
会
だ
。
回
も
重
ね
て
来
て
お
り
、
こ
の
議
会
を

通
し
て
、
中
学
生
の
想
い
や
課
題
に
つ
い
て
、
住
民
目
線
に

立
っ
て
共
に
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
次
回

開
催
に
向
け
て
、
ど
ん
な
想
い
や
課
題
、
意
見
が
飛
び
出
す
か
、

期
待
し
た
い
。 

（
森
山
記
）

編
集
後
記

議
会
広
報
・
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長　
宮
坂　
早
苗

副
委
員
長　
百
瀨　
嘉
德

委　
　
員　
森
山　
岩
光

委　
　
員　
松
下　
浩
史

委　
　
員　
平
出　
敏
廣

　原中学校では地域とともにある学校づくりをめざ
して、子どもたちが地域の特色について探究する
キャリア教育『原村学』の実践に努めています。こ
の『原村学』は、村のよさや課題を地域の「ひと・
もの・こと」とのかかわりから体験的に学び、中学
生の立場から村づくりに参画する取り組みです。特
に、３学年では１・２年次の活動をふまえながら、
子どもたちの興味や課題意識を基に選択講座を立ち
上げて、テーマ別の活動に取り組んでいます。今年
度は、「原村のよさを PR しよう」「自然に親しもう」

「福祉について学ぼう」「跡地利用を考えよう」「原中
ワインをつくろう」の五つの講座に分かれて活動し
てきました。

　この『原村学』のキーワードは、“つながり”で
す。それは、自分と郷土のつながりから人生の土台
を確認し、そこから未来につながる自分の姿を、身
近な大人に重ねながら思い描くことです。たとえ村
を離れたとしても、『原村学』での学びは時と場を
越えて彼らと郷土をつなぐ架け橋になるでしょう。
現代は、見通しのきかない不確実な時代と言われ、
コロナ禍と相まって不透明感が増しています。そん
な今だからこそ、未来につながる学びをこれからも
大切にしていきたいと思います。

平塚　広司  さん（原中学校教諭）


